
「意見を述べる」
上級クラスでの取組み

宮本玲子

2021.09.10

Ⅰ 学習環境
Ⅱ 学習者と授業の構成
Ⅲ 学習目標
Ⅳ 進め方
Ⅴ 使用教材
Ⅵ 課題



Ⅰ.学習環境

• オンライン

• Zoom

• GoogleClassRoom

• Gsuite for Education

• 教室

• 対面とオンライン

• 印刷教材と
GoogleClassRoom

学生：各自のPC,タブレット,スマホとネット環境
学校としてはPC,タブレットを推奨

教師：各自のPC,ネット環境



Ⅱ.学習者と授業の構成

• 7,8名～13,14名 最大15名

この授業のクラスは6名

• 日本語能力試験N2取得レベル

• 日本での進学希望者なし

• アジア中心に多国籍

この授業ではほぼ漢字圏の学生

（レベルが上がるにつれ非漢字圏の学生は減る傾向）

• 課のテーマ「日本の教育」中の1コマ



Ⅲ.学習目的

1主目的 意見を述べる

2読解

・速読-制限時間

（精読-事前配布）

3文章を書く

主目的 読解

・意見を述べる

・書く

主目的 聴解

・意見を述べる

・書く



Ⅴ.進め方

• 授業時間1コマ45分

• 対面授業、オンライン授業とも基本的には同じ

• 速読：制限時間5分

（精読：課題として予習しておく）

• 内容理解の確認-教師が質問し学生が答える：7～8分

• 国籍で2グループに分けて意見交換：15～20分

• 全体で意見を共有（口頭）：7～8分

• 自分の意見をまとめて書く



Ⅳ.教材

• 学生のレベルと目的に応じてニュースなどから作成

• 読解教材はClassRoomに閲覧で配布

• 意見交換の指示と自分の意見を書くDocumentは

コピーを各自に配布する

• 同じファイルを編集して協働で進める場合もあり







Ⅵ.課題

• オンライン授業での問題

機材(マイク）,ネット環境

同時発話（あいづち）,タイミングが難しい

• 教材や学習効果を検討するのが難しい

教師間で「ちょっと話す」ことができない

• 新しいアプリ等の検証が難しい
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